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5
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で
募
集
活
動
！
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長
崎
地
本
混
成
チ
ー
ム
は
、
２
月

18
日
（
日
）、
諫
早
市
ト
ラ
ン
ス
コ

ス
モ
ス
タ
ジ
ア
ム
長
崎
で
行
わ
れ
た

第
４
回
５
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
へ

参
加
し
ま
し
た
。　

　

長
崎
地
本
混
成
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム

名
を
「
自
衛
官
募
集
」
と
名
付
け
、

一
般
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
各
チ
ー
ム
が
１
本

の
襷
を
つ
な
ぎ
、
１
周
１
キ
ロ
の
特

設
コ
ー
ス
を
５
時
間
で
何
周
出
来
る

か
を
競
う
も
の
で
、
当
日
は
、
初
春

を
思
わ
せ
る
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和

の
中
、
約
３
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

長
崎
地
本
チ
ー
ム
の
精
鋭
９
名

は
、
全
員
お
そ
ろ
い
の
真
っ
赤
な
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
自
衛
官
募
集
を
ア
ピ
ー
ル

し
つ
つ
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ

さ
せ
な
い
颯
爽
と
し
た
走
り
で
、
久

し
振
り
に
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

5
時
間
で
57
周
を
走
り
、
総
合
で

は
４
０
７
チ
ー
ム
中
で
２
１
０
位
、
一
般

の
部
で
は
91
位
の
成
績
で
し
た
。

　

走
り
終
え
た
後
は
、
日
中
に
い
い
汗
か

い
た
分
、
夜
の
反
省
会
に
お
い
て
ア
ル
コ
ー

ル
を
補
充
し
な
が
ら
、
来
年
の
大
会
に
向

け
て
の
意
気
込
み
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

第４６回ボランティア清掃活動 　
「
長
崎
市
ふ
く
の
会
」
主
催

の
第
46
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動(

２
月
24
日
（
土
）)

が

長
崎
市
浦
上
地
区
（
川
口
公

園
周
辺
）
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
市
側
か
ら
約
20
名
、
自
衛

隊
側
は
、
長
崎
地
本
か
ら
12

名
、
長
崎
防
衛
支
局
（
支
局

長
：
水
野
谷
事
務
官
）
か
ら

３
名
、
護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」

（
艦
長
：
今
野
１
佐
）
か
ら
15

名
、護
衛
艦
「
あ
し
が
ら
」（
艦

長
：
川
野
１
佐
）
か
ら
15
名
、

護
衛
艦
「
す
ず
つ
き
」（
艦
長
：

衣
山
２
佐
）
か
ら
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
前
に
川
口
公
園

広
場
に
集
合
し
、
ま
ず
、
長
崎

市
役
所
北
部
環
境
セ
ン
タ
ー
・

近
藤
氏
か
ら
、
清
掃
実
施
要

領
等
の
説
明
に
続
き
、
参
加

各
グ
ル
ー
プ
代
表
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
、
参
加
者
全
員
が
１
時
間

余
り
川
口
公
園
周
辺
の
道
路

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
環
境

美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、「
県
民
と
の
か

け
は
し
」
と
な
れ
る
よ
う
引

き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

活
動
へ
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

        

（
総
務
課
）

　

隊
友
会
島
原
半
島
支
部

（
支
部
長
：
吉
岡
誠
一
）
は
、

２
月
11
日
（
日
）、
島
原

市
建
国
記
念
奉
祝
協
賛
会

の
主
催
す
る
建
国
祭
、
日

の
丸
行
進
に
今
年
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

行
進
は
、
島
原
市
猛
島

神
社
を
出
発
し
、
市
内
中

央
公
園
を
経
由
し
て
霊
丘

神
社
ま
で
国
旗
と
隊
友
会

の
幟
（
の
ぼ
り
）
を
掲
げ

て
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

霊
丘
神
社
で
は
、
国
会
議

員
、
島
原
市
長
や
市
議
等

多
数
の
来
賓
が
参
加
し
、

神
社
参
拝
の
後
に
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、建
国
記
念
行
事
を
通
じ
、

微
力
な
が
ら
防
衛
意
識
の
普
及
高
揚
と

地
域
社
会
に
お
け
る
祝
賀
行
事
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
長
も
「
来
年
度
も
会
員
全
員
に

呼
び
か
け
、
更
に
地
域
社
会
と
の
交
流

を
深
め
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

   

日
の
丸
行
進
に
参
加

投
稿

隊
友
会
島
原
半
島
支
部
事
務
局
長　

吉
岡
伸
作

　

新
調
し
た
真
っ
赤
な
自
衛
官
募
集
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
、
多
く
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
こ
と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
募
集
に
繋

が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー

長
崎
所
よ
り
４
名

　

渕
江
所
長
・
七
種
曹
長

　

岡
川
１
曹
・
満
居
、
期
間
業
務
隊
員

本
部
よ
り
３
名

　

山
口
曹
長
・
奈
良
﨑
２
曹

　

中
脇
３
曹
（
紅
一
点
）

大
村
所
よ
り
２
名

　

宮
本
１
曹
・
水
谷
２
曹

　
　
　
　
　
　
　
　

        　
　
（
長
崎
所
）　



自

衛

官

表　

彰

よろしくお願いします。

事

務

官

期
間
業
務
隊
員

板谷事務官田島事務官鶴島事務官

中村事務官北岡期間
業務隊員

【
西
部
方
面
総
監
表
彰
】

♦
第
３
級
賞
詞

『
職
務
遂
行
』

　

防
衛
事
務
官
　
和
田
　
勉　

　

防
衛
事
務
官　

串
﨑　

康
也　

 【
本
部
長
表
彰
】

♦
第
4
級
賞
詞

『
職
務
遂
行
』

　

海
曹
長　
　
　

中
尾　

真
二

　

1
陸
曹　
　
　

宮
本　

国
往

　

1
空
曹　
　
　

岡
川　

裕
孝

　

防
衛
事
務
官　

稲
澤　

豊
一
郎

♦
第
5
級
賞
詞

『
業
務
改
善
』

　

2
陸
尉　
　
　

横
山　

道
男

　

１
海
曹　
　
　

迫
田　

学

　

１
陸
曹　
　
　

大
島　

義
信

『
職
務
遂
行
』

　

１
陸
曹　
　
　

樽
水　

真
一

　

２
空
曹　
　
　

林　

政
俊

　

２
空
曹　
　
　

西
田　

由
香
里

　

防
衛
事
務
官　

秋
吉　

正
輝

　　
　
　
　
　
　

以
上
３
月
22
日
付

上村期間
業務隊員
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（援護課長）（総務課長）  （募集課）

（総務課）

松本曹長 小浦曹長

中武２曹

東　曹長 丸田３佐

森永２曹松本３曹渡辺３曹

【
退
職
】

  

島
原
地
域
事
務
所

  

期
間
業
務
隊
員　

 

西
田　

隆
三

【
転
入
】

長
崎
援
護
セ
ン
タ
ー
長
へ

　

３
陸
佐　
　

丸
田　

英
之

　
　
　
（
第
４
師
団
司
令
部
）

防
衛
医
科
大
学
校
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

和
田　

勉　
　

　
　

         （
総
務
課　

総
務
課
長
）

統
合
幕
僚
監
部
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

森
田　

耕
平　

　
　
　
　
　
（
援
護
課　

援
護
課
長
）

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

稲
澤　

豊
一
郎

　
　
　
　
　
（
募
集
課　

企
画
主
任
）

防
衛
装
備
庁
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

池
田　

伸
太
郎

　
　
（
援
護
課　

予
備
自
管
理
係
長
）

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

秋
吉　

正
輝

　
　
　
　
（
総
務
課　

国
民
保
護
・

　
　
　
　
　
　

 

災
害
対
策
連
調
官
）

北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

野
田　

悠
輔

   　
　
　
　
　
（
援
護
課　

援
護
係
）

  　
　
　
　
　
　

以
上
４
月
1
日
付

募
集
課
（
企
画
係
）
へ

　

陸
曹
長　
　

小
浦　

良
和

　

    　
　
　
（
衛
生
学
校
）

募
集
課
（
募
集
係
）
へ

　

陸
曹
長　
　

松
本　

俊
哉

　
　
　
（
第
７
高
射
特
科
群
）

島
原
地
域
事
務
所
へ

　

陸
曹
長　
　

東　

幸
一
郎

　
　
（
第
15
高
射
特
科
連
隊
）

諌
早
地
域
事
務
所
へ

　

２
空
曹　

  

中
武　

桂
子

（
航
空
教
育
隊
第
１
教
育
群
）

琴
海
地
域
事
務
所
へ

　

２
空
曹　

森
永　

憲
治

（
第
２
高
射
群
第
８
高
射
隊
）

佐
世
保
出
張
所
へ

　

３
空
曹　

松
本　

健

　
　
（
西
警
団
基
地
業
務
群
）

【
転
出
】

第
22
航
空
群
司
令
部
へ

　

１
海
曹　
　

迫
田　

学

　
　
　
（
募
集
課
）　

第
４
後
方
支
援
連
隊
へ

　

１
陸
曹　
　

中
川　

竜
馬　
　
　

　

       (

島
原
地
域
事
務
所
）

九
州
補
給
処
へ

　

１
陸
曹　
　

古
川　

靖
博　
　
　

　
　
　
（
諌
早
地
域
事
務
所
）

西
警
団
へ

　

１
空
曹　
　

岡
川　

裕
孝

　
　

    （
長
崎
募
集
案
内
所
）

援
護
課
（
援
護
課
長
）
へ

   

防
衛
事
務
官　
　

板
谷　

貴
晴　

    

　
　
　
　
　

    （
陸
上
幕
僚
監
部
）

総
務
課
（
総
務
課
長
）
へ

　

防
衛
事
務
官　

田
島　

伸
太
郎　

　
　
　
　

 　
　
　

   （
大
臣
官
房
）

募
集
課
（
企
画
主
任
）
へ

　

防
衛
事
務
官　
　

鶴
島　

織
絵　

　
　
　

   　

 （
防
衛
医
科
大
学
校
）

援
護
課
（
予
備
自
管
理
係
長
）
へ

　

防
衛
事
務
官　

  

池
田　

友
彦

　
　
　
　

 　
　
　

   （
小
平
学
校
）

総
務
課
（
国
民
保
護
・
災
害
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

連
調
官
へ
）

　

防
衛
事
務
官　

中
村　

信
也

 　
（
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
）

援
護
課
（
援
護
係
）
へ

　

防
衛
事
務
官　

  

小
松　

茉
加

　
　
　
　

 　

   （
補
給
統
制
本
部
）

【
新
規
採
用
】

募
集
課
（
広
報
室
）
へ

　

期
間
業
務
隊
員　

上
村　

紺
菜

佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
へ

　

期
間
業
務
隊
員　

北
岡
真
寿
美

　
　
　
　
　
　

  

以
上
4
月
1
日
付

15
警
戒
隊
へ

　

２
空
曹　
　

  

林　

政
俊

　
　
　

    （
佐
世
保
出
張
所
）

第
13
飛
行
教
育
団
へ

　

 

2
空
曹 　
　

西
田　

由
香
里

　
　
　
　
　

              (

募
集
課
）

           

以
上　

３
月
23
日
付

小
月
教
育
航
空
隊
へ

　
　

３
海
曹　

 

中
脇　

歩
美

　
　
　

 　

          （
総
務
課
）

　
　
　

以
上　

4
月
1
日
付

（長崎援護センター長）（募集課）（募集課）（島原所）

（諌早所）（佐世保所） （琴海所）（長崎所）

　

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
で
活
躍
し

た
60
式
装
甲
車
と
輸
送
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
（
Ｖ
―
１
０
７
Ａ
）
の
同
型
機

が
、
島
原
市
平
成
町
の
消
防
殉
職
者

慰
霊
碑
前
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

長
年
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
色
あ

せ
て
き
て
い
た
装
甲
車
と
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
、
昨
年
の
11
月
18
日
、
島
原

半
島
３
市
防
衛
防
災
議
員
連
盟
の
呼

び
か
け
に
賛
同
し
た
隊
友
会
島
原
半

島
支
部
、
防
衛
協
会
、
家
族
会
、
市

役
所
、
長
崎
地
本
島
原
地
域
事
務
所

の
有
志
15
名
で
再
塗
装
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
２
年
11
月
17
日
に
１
９
８
年

ぶ
り
に
噴
火
し
た
雲
仙
普
賢
岳
。

　

そ
し
て
翌
年
６
月
３
日
に
は
43
名

の
尊
い
命
を
奪
っ
た
大
火
砕
流
の
発

生
、
更
に
、
た
く
さ
ん
の
建
物
を
飲

み
込
ん
だ
土
石
流
の
発
生
、
途
方
に

暮
れ
る
人
々
、
全
国
か
ら
駆
け
付
け

て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
全
国
の
方
か
ら
の
心
温

ま
る
義
援
金
、
そ
の
こ
と
を
我
々
島

原
半
島
の
住
民
は
決
し
て
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

あ
れ
か
ら
27
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
、
自
衛
隊
員
と
共

に
活
躍
し
た
装
甲
車
と
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
。
復
興
を
遂
げ
た
島
原
と
深
江

雲仙普賢岳噴火災害で活躍した装甲車とヘリコプターのお色直し

の
町
。
感
謝
の
気
持
ち
と
噴
火
災
害
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
と
の
思
い
で
、

迷
彩
色
の
緑
色
・
茶
色
・
黒
色
の
ペ
ン

キ
を
塗
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客

に
、
そ
の
雄
姿
で
勇
気
を
与
え
続
け
て

も
ら
い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

  

隊
友
会
島
原
半
島
支
部
長　

吉
岡　

誠
一

  投稿

【
退
官
】

　

長
崎
援
護
セ
ン
タ
ー
長　

     　
　

　

１
陸
尉　

 

辻　

勝

                       

                      
                　

以
上
３
月
23
日
付　
　

人　

事

  

佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー

  

期
間
業
務
隊
員　

中
村　

隆
徳

                    

以
上
３
月
31
日
付

　
　
　
　

長
崎
募
集
案
内
所
へ

　

３
海
曹　

渡
辺　

晶
友

　
　
　
（
第
22
整
備
補
給
隊
）

　

  　
　

    

以
上
３
月
23
日
付

【
新
採
用
】

小松事務官
  （援護課）

池田事務官
（援護課）



東 彼 杵 地 区 波 佐 見 地 区

五 島 地 区

西 海・ 西 彼 地 区対 馬 地 区

島 原 地 区 雲 仙 地 区 南 島 原 地 区

佐 世 保 市・ 県 北 地 区・ 松 浦 地 区

諫 早 地 区大 村 地 区

川 棚 地 区

長 崎 地 区

平成２９年度入隊（校）激励会 ～ 長 崎 か ら は ば た け ！ ！～
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上 五 島 地 区 壱 岐 地 区
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